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ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
の
論
理

|
|
ア
メ

7
方
国
有
原
子
力
産
業
に
お
け
る
政
府
投
資
と
私
的
独
占
|
|

第
二
次
世
界
大
戦
後
生
じ
た
技
術
革
新
の
う
ち
、
原
子
力
と
オ

1

1
メ

ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
最
も
重
要
な
耳
新
で
あ
り
、
将
米
の
一
庇
業
持
告
に
「
草

命
的
」
変
化
を
与
え
る
と
忠
わ
れ
る
。

苦
々
は
ア
え
リ
カ
の
国
有
原
子
力
産
業
の
二
つ
の
特
徴
の
う
ち
、
そ
の
一

軍
事
的
性
格
と
そ
の
社
会
的
訪
結
果
に
ワ
い
て
は
既
に
詳
細
に
前
じ
た
が
、

本
柄
で
は
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
同
有
民
蛍
方
式
を
検
討
す
る
事
に
よ

っ
て
国
家
独
占
と
私
的
独
占
の
融
合
の
具
体
的
形
態
を
悶
ら
か
に
し
、
現

代
資
本
主
義
に
お
け
る
産
業
固
有
化
の
論
理
を
追
求
し
た
い
と
考
え
る
。

ま
ず
過
去
白
見
解
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

ω
技
術
革
新
の
詳
細
に
つ
い
て
は
星
野
力
郎
「
技
術
革
新
白
根
本
間

題
』
『
技
術
革
新
』
、

s
・
リ
リ
l

「
オ
!
ト
メ
シ
三
ン
と
社
会
の

発
展
〕
、
中
村
部
治
『
技
術
却
新
と
現
代
』
参
照
。

他
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
原
子
力
障
誌
の
独
占
構
造
と
同
家
の
役
割
」

寸
経
済
論
法
L

第
八
有
巻
第
コ
方

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
の
前
理

人(

.ili: 

重

4 子

一S:>"~
同

田

社

会

主

義

説

釘
二
次
大
喰
中
陸
軍
省
直
轄
の
マ
ン
ハ
γ

タ
ン
管
区
と
し
て
完
全
な
軍

部
統
制
の
許
に
成
長
し
た
原
子
力
産
業
は
一
九
四
六
年
末
国
原
子
力
法
に

よ
っ
て
文
官
の

F
f力
委
員
会
(
以
後
A
E
C
)
に
移
管
さ
れ
、
以
後
国

有
民
品
目
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
つ
」
れ
は
第
二
次
大
職
後
大

抵
の
凶
有
軍
需
工
場

I
1例
え
ば
鉄
制
、
ア
ル
ミ
、
人
造
ゴ
ム
工
場
等
|

•••••••••••• 

が
捨
他
で
政
治
権
力
を
歯
っ
た
主
要
財
閥
に
譲
渡
さ
れ
た
の
と
苦
し
い

ハ
1
v

対
応
を
な
す
が
、
こ
の
解
明
は
別
の
機
会
に
譲
る
)
。

そ
し
て
こ
の
凶
六
年
法
に
よ
る
原
子
力
産
業
固
有
化
を
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル

派
は
社
会
主
義
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ク
ラ
ミ
ヴ
シ
ュ
主
ザ
ッ
カ

〈

2
〉

1
ト
は
「
辿
邦
社
会
主
義
」
と
し
、
R
・
タ
イ
プ
ゥ
ト
は
「
米
原
子
力
産

業
の
第
一
白
特
徴
は
そ
の
社
会
的
所
有
と
私
的
資
本
の
管
理
制
度
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
ピ
ネ
シ
ョ
ン
は
米
工
業
史
上
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

第
八
十
主
巻

九
九

第
二
号



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
固
有
化
。
論
理

資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
同
の
〈
不
完
全
な
連
鎖
V

を
な
す
」
と
論
じ
て

い
る
。
父
一
三

l

T

Y
と
ミ
ラ
ー
は
「
原
子
力
産
業
は
白
由
企
業
の
大
海

で
の
社
会
主
義
の
孤
島
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
本
主
義
体
制
の
基
本
的
変
化

ハ
4
)

に
導
く
」
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
と
共
に
陸

海
空
軍
ゃ
中
央
郵
便
局
も
亦
社
会
主
義
主
規
定
き
れ
る
。

こ
の
山
思
想
は
「
あ
ら
ゆ
る
国
営
を
や
ヒ
ス
マ
ル
ク
の
そ
れ
さ
え
も
文
句
な

〈
社
会
主
義
的
で
あ
る
と
宣
言
す
る
一
種
の
に
せ
社
会
主
義
」
や
郵
便
を

社
会
主
義
経
済
の
見
本
と
す
る
十
八
世
紀
七

0
年
代
白
「
明
敏
な
ド
イ
ツ

の
社
会
民
主
主
題
者
」
と
思
想
的
系
譜
を
共
通
に
す
る
が
、
こ
の
学
説
史

的
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
ニ
ュ

1
デ
ィ
ル
派
白
見
解
の
問
題
点
を

挙
げ
る
と
、

ω正
統
派
マ
ル
ク
メ
主
義
で
は
経
済
り
分
野
で
の
主
要
部
門

全
部
の
困
有
化
と
政
治
の
分
野
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
一
セ
ッ
ト
と

し
て
社
会
主
義
と
す
る
の
に
対
L
、
彼
ら
は
一
部
の
閏
有
化
l
社
会
主
義

主
考
え
る
点
で
基
木
的
差
異
が
あ
る
事
。
ゆ
ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
軍

事
的
性
格
を
無
視
し
て
い
る
。

ω凶
有
化
の
主
体
で
あ
る
国
家
の
性
格
に

無
関
心
で
あ
る
。
個
対
全
体
、
私
有
一
般
対
固
有
一
般
が
問
題
な
の
で
は

な
く
て
、
官
僚
的
統
制
か
民
主
主
義
的
統
制
か
、
い
か
な
る
階
級
が
い
か

な
る
陪
級
を
統
制
す
る
か
、
が
問
題
で
あ
る
。

ω固
有
民
営
方
式
の
具
体

的
検
討
が
欠
け
て
い
る
等
が
あ
る
。

し
か
し
こ
ζ

で
国
家
論
を
展
開
寸
る
訳
に
は
行
か
な
い
の
で
本
稿
で
は

こ
の
同
右
躍
拾
に
お
け
る
政
府
投
資
方
式
と
私
的
独
占
と
り
関
係
(
同
有

民
営
方
式
)
の
分
析
に
よ
っ
て
こ
の
同
有
化
が
全
体
と
し
て
の
米
同
現
代

第
八
十
五
巻

O 
O 

第

号

資
本
主
義
経
済
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
し
て
い
る
か
、
誰
に
奉
仕

し
て
い
る
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
事
に
し
よ
う
。

ω
当
時
の
主
流
派
肘
閥
〔
及
び
肘
閥
連
合
)
に
土
り
反
主
流
派
財
閥

と
の
闘
争
の
一
環
と
し
て
国
有
工
場
処
分
が
党
派
的
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
点
で
ア
ダ
ム
ス
と
グ

ν
イ
教
授
白
見
解
は
誤
っ
て
い
る
。

。『
E
m
H
E
m
p口
品
目

2
7
に
Q
M
N
C
V
C
H
H
E
弘
苦
情
3
h
a、
C
H
昌
己

ω
〉
同
日
目

Z
V
E仏
ロ

冨

N
E
Z耳
、
』
。
言
。
同
是
認
可
守
、

いてQ
怠
品
、
凶
器
E
m
a

陸
井
訳
一
五
五
頁
。

ゆ

同

居

}MR白
〉

J
3ム
ヴ
。
丘
』
口
。
e
m
さ
き
E
h
円
。
事
件
、
宮
町
刊
誌
で
芯

b
c達
式

同
号
、
同
い
子
一
呂
町
田
'
H
V

〈口

川

何

回

0
4
母国

E

E仏
冨
巳

F
巴
宮
町
言
回
、
。
目
。
h
h
h
o
S
N
h
同
ま

4
v

市

匂

】

匂

出

同

D
・
F
・ヵ
I
バ

1
教
授
の
見
解
。
旦
同
品
目
吉
田
且
凶
2
2
E
m
n

〉
日
OHHOmwロ
-
A
E
S
E
M
U
G
S
ミ叩
1
A
H
-
n
v
m
v一喝凶

川

開

エ

γ
ゲ
ル
ス
「
空
想
よ
り
科
学
へ
」
『
マ
ル
H
エ

γ
選
集
L

第
十

四
巻
四
七

O
E
D

何

レ

l
ニ
ン
「
固
ま
と
ホ
命
」
『
レ

l
一一
γ
二
巻
選
集
』
第
一
巻
部

八
分
冊
六
八
頁
。

国
有
化
の
原
因
と
意
義

原
子
カ
煎
業
が
悶
有
民
営
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
は
小
椋
救
援
の

見
解
の
如
〈
研
究
と
生
産
に
巨
大
な
投
資
か
必
要
で
あ
る
と
い
う
技
術
的



理
由
か
ら
で
は
な
く
て
、
そ
札
ιvu
某
礎
と
し
て
は
い
る
前
一
眠
時
的
に
は
他

な
ら
ぬ
巨
大
独
占
の
要
求
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
四
人
年
共
和
党
の
元
大
統

領
候
補
デ
ュ
-
イ
が
原
一
吋

1
点
業
の
私
有
化
を
主
張
し
た
時
、
当
時
の
財

界
主
流
派
は
冷
淡
な
態
度
を
示
L
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
原

子
力
産
業
が
軍
需
産
染
色
し
て
発
展
し
た
草
で
あ
る
(
寧
事
的
国
有
化
)
。

第
二
は
研
究
開
発
費
、
技
術
者
労
働
者
の
訓
練
費
が
巨
費
を
要
す
る

(
と
こ
迄
は
小
椋
教
照
と
同
じ
〕
が
独
占
は
こ
れ
ら
を
日
分
で
負
担
す
る

事
を
望
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
は
生
産
の
為
に
日
大
な
資
本
投
「
(
例
え
ぱ
ウ
ラ
シ
分
離
工
場
の

最
低
必
要
資
本
規
模
は
十
j
三
十
億
弗
)
を
必
要
ー
と
す
る
(
こ
斗
迄
は
小

椋
説
と
同
じ
)
上
に
、
急
速
な
成
長
率
と
技
術
変
化
の
故
に
道
徳
的
磨
滅

と
投
下
資
本
損
失
品
十
八
き
い
為
、
独
占
は
こ
り
り
ス
ク
を
引
受
け
る
の
を

望
ま
な
い
事
で
あ
る
。

第
四
に
巨
大
投
資
を
要
L
リ
ス
ク
は
大
き
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
四
六
年

当
時
に
甘
い
て
は
「
収
益
の
見
込
は
遠
い
」
と
い
ろ
条
件
に
お
い
て
|
|

結
論
を
先
取
り
し
て
云
え
ぽ
|
|
独
占
は
同
己
資
本
を
犠
牲
に
ず
る
よ
り

も
独
占
に
従
属
し
て
い
る
回
家
機
構
を
利
用
し
て
新
民
業
部
門
の
創
設
費

と
そ
の
リ
ス
グ
を
大
衆
納
税
者
に
転
嫁
し
、
且
つ
成
長
す
る
生
産
部
門
の

〔

4
》

支
阻
を
同
有
民
営
方
式
に
よ
っ
て
確
保
し
て
巨
大
な
利
潤
を
え
、
技
術
経

験
を
蓄
積
し
て
来
る
べ
き
原
子
力
産
業
の
私
有
化
に
備
え
る
方
法
を
選
ん

だ
の
で
あ
る
。

小
椋
教
授
は
生
産
研
究
に
対
す
る
巨
大
投
資
附
か
ら
固
有
働
を
説
明
さ

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
同
有
化
の
論
理

れ
る
の
で
、
同
と
い
う
按
術
向
性
格
は
不
変
で
あ
る
枕
同
も
不
変
で
恒
久

的
と
い
う
結
論
に
な
り
、
照
子
刀
の
固
有
解
除
の
可
棺
性
を
全
然
無
視
さ

れ
て
い
る
が
、
苫
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

私
的
独
占
は
新
産
業
が
利
益
あ
る
経
営
に
な
る
前
の
そ
の
部
門
へ
の
参

加
に
は
殆
ん
ど
興
味
を
持
た
な
い
が
、
利
益
が
明
曜
と
な
っ
た
部
分
か
ら

政
附
企
業
の
一
部
を
私
有
に
譲
波
す
る

1
原
子
力
の
徐
々
の
固
有
化
解
除

に
賛
成
す
る
と
い
う
の
が
、
支
配
周
の
指
導
的
政
策
で
あ
る
と
岡
山
わ
れ
る

二
九
冗
四
年
米
国
原
子
力
法
は
こ
の
一
表
現
で
あ
る
)
。

四
二
五
九
年
六
月
に
米
原
子
力
産
業
全
投
資
一
一
一

O
億
弗

r対
し
、

広
企
業
の
同
投
資
額
推
定
は
五
百
万
弗
乃
至
三
千
万
弗
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う

事
尖
は
‘
独
占
に
と
っ
て
原
子
力
産
業
の
全
面
的
困
有
解
除
l
民
間
払
下

げ
の
条
件
は
尚
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
事
を
意
味
す
る
。
で
は
固
有
民

常
町
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
ま
ず
A
E
C
の
機
能
を
検
討
し
よ
う
。

小
椋
広
勝
「
原
子
力
」

六
頁
参
照
。

倒

}
ω
E
Z
P
A
N
G
g
n
同
ま
え
い
て

2
n内
同
日
互
い
J

巴
芦
田
V
ω
団

側
」
翌
九
』
同
V
S

ω
小
椋
教
授
は
「
大
独
占
資
本
が
国
家
資
本
を
も
っ
と
も
有
効
に
刺

用
し
て
こ
の
産
業
を
支
配
し
て
い
る
」
「
原
千
力
産
業
は
国
家
独
占

資
本
主
義
O
発
展
を
央
型
的
に
し
め
し
て
い
る
産
業
で
あ
る
」
〔
小

林
前
掲
害
一
八
六
頁
。
)
と
正
し
く
規
定
さ
れ
土
が
、
こ
の
寵
明
は

祇
教
の
都
合
上
省
略
き
れ
て
い
る
。

J
 

1
 

(
 

「
現
代
資
本
主
義
講
座
」
節
二
巻
一
人
。

第
八
十
五
巻

。
第

号



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
の
論
理

伺
伺
え
ば
原
子
力
委
員
会
工
業
諮
問
委
員
会
は
四
八
年
末
に
「
政
府

所
有
の
現
構
造
の
枠
内
で
耗
企
業
の
参
加
を
拡
大
す
る
事
、
原
子
力

産
業
を
私
的
所
有
に
徐
々
に
譲
渡
す
る
事
」
を
勧
特
し
て
い
る
。

円

山

]

印

〉

己
σ口
、
。
い
勺
【
以
内
一
対
日
ν
ω
C
A
P
(
)

同
国
司
号
国
司
自
国
M
F
P
E
E
E
口
旬
。
民
自
国
富
岡
O
O
F
G
回
hr
国
国
P

。
司
同
耳

K
E
S
E自
由
C
E
国

E
4
E冒
ω区
別
一
〔
回
。
日
目
凶
包
開
園
田

宮
弓
盟
国
官
E
4
0同
日
P
〕
出
o
N
ω
』
呂
田
寸
』

σ
司

む

一
九
五
問
年
原
子
力
法
と
そ
の
意
義
は
刷
の
機
会
に
明
ら
か
に
す
る

事
に
し
た
い
。

m
J
q
C
E
m
F
W
H
P
叶
宮
口

ω
出
。
ロ
。
司
O
H
H
Z
P
E
F巾
〉
Z
Eち

E
E
1
4
-
H主
主
Z
E
s
t
h
h主
君
、
目
。
】
P
H
C
S切
唱

∞

日

品
開
但
し
一
九
四

O
年
六
月

1
五
ゴ
年
六
月
の
期
間
。
ロ
的
見
E
U

h
N
S
K
耳
、
。
ユ
弘
同
町
、
。
え
〉
町
口
]
同
町
、
一

5
m由

刷
但
し
五
七
年
現
在
(
期
間
は
不
明
〉
朝
岡
新
聞
三
三
年
一
月
十
目
。

側
但
し
濃
縮
ウ
ラ
ン
主
位
と
研
究
開
発
は
最
後
ま
で
国
家
か
負
担
す

る
だ
ろ
う
。

A

E

C
の

機

能

D
・
F
-
カ

1
パ

l
は
原
子
刀
産
業
主
「
政
府
白
許
可
が
そ
の
入
口
で

あ
り
、
工
場
を
建
設
し
た
り
原
料
と
燃
料
を
得
る
の
に
政
府
の
認
可
を
必

要
K
L
、
そ
の
核
牛
成
物
を
政
府
へ
、
そ
し
て
そ
の
放
射
性
剛
産
物
を
政

府
認
可
受
領
者
へ
烹
る
事
が
出
末
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
出
力
は
価
格
の

第
人
十
五
巻

。

第
二
号

国

調
整
に
従
い
そ
の
主
要
な
発
明
の
認
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
認
可
さ
れ

た
版
業
者
し
か
一
一
雇
え
な
い
よ
う
な
工
業
」

k
特
徴
づ
け
た
が
、

A
E
C
は

こ
の
産
業
の
中
心
機
関
と
し
て
「
か
コ
て
設
け
ら
れ
た
事
の
あ
る
政
府
の

い
か
な
る
部
局
」
よ
り
も
圧
倒
的
に
大
き
な
椎
肢
を
も
っ
て
い
る
。

A
E
C
は
一
切
の
核
分
裂
物
質
の
生
産
主
所
有
の
独
占
権
を
持
つ
。

A

E
C
は
ウ
ラ
ン
、
ト
リ
ウ
ム
の
独
占
的
購
買
者
で
あ
り
鉱
業
会
社
も
許
可

な
し
に
は
自
分
の
鉱
山
か
ら
原
鉱
を
移
動
さ
せ
る
事
さ
え
出
来
な
い
。
又

原
料
の
輸
出
入
、
科
学
技
術
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
絶
対
的
権
限
を
持
つ
。

限
ら
れ
た
情
報
に
接
す
る
為
に
は

A
E
C
の
許
可
証
が
必
要
で
、
許
可
証

な
き
者
に
情
報
を
洩
ら
す
と
重
到
に
処
せ
ら
れ
る
。

A
E
C
は
大
学

ι民

同
研
究
所
に
割
当
ら
れ
る
政
府
の
研
究
助
成
金
の
大
部
分
を
管
理
す
る
。

原
子
兵
器
の
製
作
・
組
立
・
貯
蔵
の
責
任
は

A
E
C
に
あ
る
。

A
E
C

が
田
中
氏
に
よ
り
「
原
子
力
兵
器
廠
」
と
呼
ば
わ
る
の
は
偶
然
で
な
い
。

そ
し
て

A
E
C
は
そ
の
工
場
研
究
所
の
建
設
、
運
営
、
研
究
開
発
に
つ

い
て
私
企
業
と
契
約
し
、
施
設
・
部
品
・
特
殊
工
程
用
。
設
備
の
建
設
や

生
産

r
つ
い
て
私
企
業
に
許
可
を
与
え
る
。
い
わ
ば
国
家
独
占
が
私
的
独

占
の
衝
立
と
し
て
利
用
さ
れ
る
事
と
な
る
。
で
は

A
E
C
と
独
占
と
は
い

か
な
る
関
係
に
あ
る
か
、

ω
同
丘
仲

0
3
。
同
印

2
2
t
p
〉

E
2
E
Z一
生

長

側
田
中
引
次
郎
『
原
子
力
と
社
会
」
一
二
荒
頁
。



四
巨
大
独
占
臼
支
配
方
式

1
国
有

民
営
の
本
質
l
!
h
政
府
投
資
と
私
的
独
占

l
l

原
子
力
産
業
に
お
け
る
独
占
の
支
配
的
役
割
は
第
一

r経
済
に
お
け
る
、

第
一
一
に
政
府
機
構
に
お
け
る
そ
の
支
配
的
地
位
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い

る
@
現
在
重
要
部
門
の
全
C
は
独
山
化
さ
れ
て
い
る
が
、
原
子
力
、
と
関
係

の
深
い
鉱
業
、
建
設

1
施
設
、
電
機
、
冶
金
及
び
化
学
司
の
部
門
で
は
独

占
は
特
に
強
力
で
あ
る
@

政
に
政
府
機
構
に
お
け
る
そ
の
支
配
的
地
位
は
第
一
に
政
党
の
支
配
に

よ
っ
て
、
第
一
一
に
官
僚
機
構
、
こ
の
場
合
特
に
軍
部
、
A
E
C
と
の
人
的

結
合
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
ロ

現
在
金
融
諒
頭
制
は
マ
ス
・
コ
ミ
を
支
配
す
る
事
に
よ
っ
て
国
民
大
衆

の
思
想
H
H
世
論
を
指
導
し
、
選
挙
資
金
を
支
配
す
る
事
に
よ
っ
て
両
政
党

を
支
配
し
、
立
法
活
動
を
同
由

rし
て
い
る
。
勿
論
こ
の
内
部
に
お
い
て

も
産
業
的
金
融
的
構
造
を
異
に
す
る
各
財
閥
、
各
部
門
各
企
業
の
聞
に
利

害
の
対
立
が
あ
り
、
議
会
は
乙
円
利
害
対
立
を
調
停
す
る
機
献
じ
な
っ
て

い
る
が
m

原
寸
力
独
占
は
こ
れ
ら
ロ
ビ
イ
の
う
ち
で
も
最
も
強
力
な
ロ
ビ

イ
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
必
要
に
応
じ
て
法
律
を
制
定
せ
し
め
(
例
え
ば

一
ー
九
四
六
年
原
子
刀
法
、
王
円
年
原
子
刀
法
〕
又
拒
否
せ
し
め
る
(
例
え

ば
」
ア
法
案
の
敗
北
)
実
力
を
も
っ
て
し
V

る。

第
二
に
官
僚
機
構
の
ト
ザ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
の
人
的
結
合
を
み

よ
う
。
原
子
力
政
策
、
そ
の
発
展
の
傾
向
主
性
格
は
四
七
年
に
設
立
さ
れ

ア
メ
リ
カ
版
子
力
産
業
国
有
化
の
諭
思

カリプオノレニヤ財附

ロヴタフェヲー財閥
(第一ナショナノレ シティ〕

デュポンM同l
(モルガン〕

国家安全保障会識の栴成 ー1956年

11 
官

統

大統

務長

大

副

闘

第 1表

D. D. EiscnhO'¥-ycr 

n. 1¥'1. 1¥ixon 

J. F. Dulles 
第
八
十
五
巻

グリ ヴヲ γ ド耳打j日

ロックフエラー傍系

モルガン悼系

ロックフエラー財閥
〔第ナ γ ョナルシティ〉

統合参謀本部議長 | モルガン肘附

原子力委員長 i ロックプ品ヲー財閥

i冷戦顧問 P 'y クフェラ財閥

| 国家安全保障問題 | テキサス肘閥

i 7;:.智明間 」
( )内は副次的関係

Raufordは退職後そルガγ 系フィルコの重役となったのでそルガシ/財閥と

Lて引用者が捕った。 v.F町 10，1'he F.mPire 01 High Fi1U/ce， pp 289-91 

官

国防動員本部長官

財 務 長 官

子 算 局 長

軍 縮 顧 問

中止情報局長官

長~)j 国C. E. ¥Vilson 

A. S. Flcmming 

G. }L 1王l1mphrey

P. F. Brundagc 

日 E.Stassen 

A. ¥V_ Dulles 

。

A. W. RadIorc1 

L. L. Strauss 

W. H_ ]ackson 

D. Anderl30n 

第
二
号

五



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
申
請
理

た
大
統
領
、
副
大
統
領
、
国
務
長
官
、
悶
防
長
官
、
中
央
情
報
局
長
官
、

同
防
両
員
木
部
長
官
、

A
E
C
委
員
長
等
よ
り
な
る
閣
什
の
内
閣
で
あ
る

悶
家
安
全
保
障
会
議
が
最
高
円
権
限
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
構
成
は
ト
ル
I
マ
ン
民
主
党
時
代
で
は
そ
ル
ガ

y
n
デ
ュ
ポ
ン
財

閥
同
問
合
中
心
と
す
る
小
一
一
ュ

1
ヨ
1
グ
・
グ
ル
ー
プ
(
特

r
円
"
マ
ン(

4
u
 

兄
弟
、
デ
ィ
ロ
ン
・
リ
ー
ド
及
び
リ
l

マ
シ
兄
弟
財
閥
)
が
俺
勢
で
あ
り
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
l
共
和
党
政
府
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
日
メ
ロ
ン
財
問

ハ5
)

同
盟
が
優
勢
で
あ
る
〈
第
1
表
)
参
照
。

以
上
白
ト
マ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ば
か
り
で
な
く
、

A
E
C
及
び
そ
の

諮
問
委
員
会
も
巨
大
財
閥
が
支
配
し
て
い
る
。

ま
子
初
代
A
E
C
O
構
成
(
智
2
表
)
を
み
よ
う
。
初
代
委
員
長
リ
リ
エ

ゾ
タ

1
ル
は
T
V
A
理
事
長
と
し
て
公
宋
の
為
に
拡
占
と
闘
っ
た
民
主

主
義
者
」
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
I
V
A
の
評
価
に
関
わ

る
問
題
で
あ
り
以
下
の
若
々
の
見
解
町
在
明
は
別
の
機
去
に
談
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
が
、
要
点
の
み
を
挙
げ
る
と
、
突
は
国
民
ば
か
り
で
な
く
、
士
業
加

の
安
価
な
電
力
を
要
求
す
る
独
占
、
特
に
巨
力
を
大
量
に
消
費
す
る
冶
金
、

化
学
等
町
独
占
主
、
安
価
な
電
力
U

電
力
消
品
目
増
大
に
よ
る
電
気
設
備
の

供
給
に
関
心
を
持
つ
電
機
独
占
等
工
業
独
占
一
般
が
T
V
A
を
要
求
し
、

ハ
6
》

世
論
を
動
員
し
て
電
力
独
占
k
闘
争
し
た
り
で
、
彼
は
工
業
抽
占
k
社
会

指
示
の
利
益
を
代
許
し
て
電
力
独
占
の
攻
撃
を
う
け
た
だ
け
で
、
全
独
占

の
敵
ー
と
な
っ
た
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ア
レ
ン
は
彼
の
委
員
長
就
任

に
よ
り
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
工
場
経
営
が
デ
ュ
ポ
ン
化
学
か
ら
モ
ル
ガ
ン
財
閥

第
八
寸
五
巻

第

日

C 
i"J 

第 2表初代原子力委員会。構成

委員長 D.E.リリエンタール HiiT V A理事長モルガγ財閥(ユューディル派〕

代理只ー T バイク 鉱業・石油天摂ガス工業悶慌ケースボメロイ商全副社長
第二次大戦時商務長官顧問モルガシ理ロザクフ Z ラー財閥

委員L.Lストロ ス海軍大将(のち AEC署員長商務長官】ロ eクフエラー財閥

1/ R. Fベイチ守ー核科学者，コー不ル大学原子核研究所長

"明r.wウェイマ妙グ中西部のレジスター新聞社長，ユマーディーノレ派
事務総長

M.Wボイャー エソ・スタンダード石油E主役，ロァグプエラー財閥

第 3表 原子力委員会 (1953年〕 θ栴成

委員長 ゴノレ Fγ ディー γ C.D先住副社長リーマンー節 ナシザナル担行財閥

委員E.M.ザヲカート 空軍次官補，弁護士

"T.E.-~ レークヲイスヲー重拒，ーュ ヨ ク担行理事，戸ヴクフェラ 財閥

!I H. D.スマイス 核科学者

I! T.Kグレフン ケース研究所長，ゼネラルーアニリ γ重役，
現航空宇E首局長，モルガン=ロッグフ三ラ 財問

事務総長M.Wボイャー 前出
次長ウォノレター田ウィリアムズ ロックアエラー財関

gf;4去 原子力委員全 (1956年〕の構成

委員長L.L ストロ ス前 山 ロックフエラー財閥
委員T.E.マV一 前山 ロックプエラー財閥"、V.F.リピー 核科学者 シカゴ大学教授
" T. K グレナン 前/:t'rIJ;J他，ウ L スタン電機附属研究所長，

モルガン=ロヴクフェラ←財問
不明" J キヤンベノレ



の
G
・
E
に
移
管
さ
れ
た
事
等
を
考
慮
し
て
、
彼
を
毛
片
方

γ
則
閥
白
代

ハ7
v

表
と
み
な
し
て
い
る
の
彼
以
外
に
パ
イ
ク
が
そ
片
ガ

y
u
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
系
、
ス
ト
ロ
ー
ス
が
ロ
ヴ
グ
フ
エ
ラ
!
日
ク

l
y
・
ロ
ェ
プ
系
、
事
務

総
長
が
ロ
ッ
ク
プ
ェ
ヲ

I
系
、
と
初
代
委
員
会
で
は
主
要
財
閥
が
指
導
権
を

握
っ
て
い
る
。

主
三
年
(
第
3
去
〕
に
は
委
員
長
が
り
l
マ

γ

H
第
一
ナ
ジ
ョ
ナ
ル
・
シ

テ
ィ
銀
行
系
、
委
員
に
は
ロ
ッ
グ
フ
2

フ
!
と
モ
ル
ガ
シ
が
顔
を
揃
え
、

主
六
年
(
第
4
表
)
の
委
員
長
は
核
実
験
停
止
に
徹
底
的
に
反
対
し
た
有
名

な
ス
ト
ロ
ー
凡
で
、
委
員
会
で
は
ロ
ッ
ク
プ
ご
プ
系
が
指
導
権
を
握
っ

て
い
る
。
そ
の
他
軍
事
連
絡
委
員
会
、
一
般
諮
問
委
員
会
、
原
糾
諮
問
委

員
会
、
そ
の
他
の
諸
諮
問
委
員
会
も
独
占
と

A
E
C
と
の
融
合
の
ル
!
ト

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

A
E
C
の
に
業
諮
問
委
員
会
の
構
成
を
一

ハ

av

例
主
し
て
挙
げ
〈
第
5
表
)
残
り
は
省
略
す
る
事
に
す
る
。

そ
し
て
以
上
白
結
合
を
基
礎
と
し
て
な
さ
れ
る
国
有
民
営
方
式
が
独
占

〈

9
)

の
原
子
力
支
配
の
主
要
な
方
法
と
な
る

P

国
有
民
告
と
は
政
府
が
原
子
力

工
場
・
研
究
所
の
所
有
権
を
も
ち
、
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
一
切
を
投

資
L
経
営
は
私
企
業
が

A
E
C
と
の
契
約
に
よ
っ
て
委
託
さ
れ
る
と
い
う

方
式
で
あ
る
。

こ
の
方
式
の
実
態
を
F

別
委
員
長
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、
「
現
在
全
原
干
力
企

梁
は
米
国
産
業
界
に
よ
っ
て
運
常
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に

A
E
C
が
運
営

し
て
い
る
の
は
ソ
シ
ン
ト
ン
の
本
部
と
そ
の
諸
部
局
だ
付
で
あ
る
。
ウ
ラ

ユ
ゥ
ム
原
鉱
は
私
企
業
に
よ
っ
て
探
掘
さ
れ
、
私
企
業
に
よ
っ
亡
精
錬
さ

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
の
論
理

原子)J委員会工染諸問委員会 (1948年末〉の構成

1. Detroit Edison社長

Standard oil cc入 of Indmna会長

" " 副社長
Universal oil products重住
(skllhmmlと出叩dMoil)
of California (J)共同干会社

Gulf Research & Development 
co 副社長

Babcock & Wilc旧三 Tubeco 会長

Shel1 oil.; Sperry carp.; G仁:::.dyear
Tire & Rubber. ; McGraw-Hill 
pu blishmg 0)重役

TVA電刀局長

Remington ATms co 副社長のお
AEC軍事連絡書員会議長a弾薬局
長歴任してデュポン化学フィルム担
当重役となる。

Bell Tel叩 hone Laboratories所|モルガγコロマグ

長のち AEC一般諮問委員会議長|フェラ 財閥 ! 

閥

系
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F
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ヲ
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J. W. ParkeT 

R. E. Wilson 

B. K. Brown 

Gusta、Eglo丘

節
八
十
王
巻

メロン財閥

国際的ボイラー
トラスト

P. D. Foote 

Isaac Harlcr 

]. C. Hunsaker 
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五
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G. O. Wessennauer 

D. F. Carpenter 
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O. E. Buckley 
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ア
メ
リ
カ
版
子
力
産
業
固
有
化
の
論
理

れ
て
お
り
、
中
業
の
各
段
階
は
私
企
業
の
手
中
に
あ
る
。
政
府
の
独
占
と

も
い
う
ベ
き
は
僅
か
に
原
料
の
所
有
権
主
完
成
品
の
刺
用
の
範
囲
に
之
ど

ま
る
。
あ
ら
ゆ
る
運
営
は
私
企
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
」
と
評
し
て

い
る
。契

約
制
度
は
A
E
じ
の
公
表
文
書
に
よ
れ
ば
「
国
家
独
占
の
将
来
の
廃

止
と
競
争
的
私
企
業
制
度
導
入
的
基
礎
を
置
く
」
為
の
も
の
で
あ
る
。
そ

し
亡
A
E
C
全
支
出
の
九
五
%
は
契
約
制
度
を
通
じ
て
行

4

わ
れ
て
い
る

ハロ〉

(
五
三
年
度
)
の
で
、
こ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
一
年
七
月
一
目
か
ら
五
五
年
九
月
三
十
日
迄
の
聞
に
六
二
億
七
凹

0

0
万
弗
の
直
接
契
約
総
額
?
っ
ち
、
小
企
業
は
二
億
二
百
円
万
弗
即
ち
三
-

二
%
で
こ
れ
は
主
と
し
て
計
器
そ
の
他
器
具
の
納
入
契
約
で
あ
り
、
A
t
町
山

謂
契
約
二
六
億
三
千
万
州
の
う
ち
小
企
業
は
十
億
三
千
万
弗
三
九
・
一
%

で
、
下
請
契
約
が
大
独
占
に
よ
る
中
小
企
業
従
属
化
の
用
具
と
な
っ
て
い

る
宇
を
考
慮
す
る
と
、

A
E
C
契
約
の
圧
倒
的
大
部
分
は
大
独
占
に
集
中

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い

u

デ
ィ
ン
前
委
員
長
に
よ
れ
ば
A
E
C
の
請
負
者
選
定
に
あ
た
っ
て
考

慮
さ
れ
る
要
悶
は

ω予
定
さ
れ
た
大
き
き
の
仕
事
を
処
理
し
う
る
能
力
、

働
余
融
よ
の
経
歴
k
評
判
、
ゆ
原
子
刀
乃
至
閥
連
分
野
で
の
経
験
と
評
判
、

ω幹
部
経
営
者
及
び
主
要
技
術
者
を
A
E
C
の
仕
事
に
振
向
け
る
志
向
と

能
力
、
同
A
E
C
又
は
他
の
政
府
機
関
の
仕
事
に
従
事
し
た
過
去
の
経
歴
、

ω労
働
関
係
の
経
歴
、
的
原
子
力
事
業
に
対
す
る
幹
部
経
営
者
の
情
熱

〈
以
上
は
大
独
占
の
み
が
備
え
て
い
る
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

第
八
十
五
巻

第

ノ1、

。

場
合
決
定
的
役
割
を
果
す
の
は
紬
一
口
と
政
府
機
構
(
こ
り
場
合
A
E
C
と

国
防
省
)
と
の
人
的
結
合
で
あ
る
。
契
約
は
明
瞭
に
政
府
機
構
に
よ
り
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
会
社
と
結
ぼ
れ
る
。

そ
れ
故
政
府
の
指
導
的
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
る
、
政
党
の
支
配
を
め
ぐ
る
、

各
財
閥
の
闘
争
に
お
い
て
政
党
目
官
僚
へ
り
政
治
献
金
色
買
収
が
経
済
的

競
争
に
お
け
る
不
同
避
的
手
段
と
な
り
、
資
本
制
国
家
の
汚
職
が
必
然
的

と
な
る
の
で
あ
る
。

更
に
契
約
の
圧
倒
的
部
分
は
〈
安
全
〉
と
〈
納
入
期
間
〉
町
一
考
慮
か
ら
、

ハ
η〉

入
札
な
し
に
八
確
実
γ

な
人
民
社
と
桔
ば
れ
る
。
そ
し
て
A
E
C
が
独
占
と

結
ぶ
契
約
は
そ
の
支
払
方
法
か
ら
基
本
的
に
二
つ
の
型
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
は
建
設
、
研
究
、
単
位
怖
格
で
の
納
入
に
通
則
さ
れ
る
納
入
契
約

で
あ
り
、
第
二
は
管
理
(
経
常
)
契
約
で
、
自
柴
原
子
力
工
場
施
設
を
独

ハ

mv

占
が
将
円
V

い
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

第
一
り
場
合
納
入
契
約
を
え
た
会
社
は
独
占
的
而
価
格
で
の
一
販
売
を
昨

保
寸
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
質
的
に
会
社
へ
の
政
府
補
則
金
を
な
ず
高
速

《
川
崎
)

償
却
権
を
え
、
父
不
足
原
料
労
働
力
の
優
先
的
訓
当
そ
の
他
の
特
権
を

え
る
の
で
あ
る
。
と
れ
は
巨
大
な
利
潤
を
保
障
す
る
。
し
か
し
更
に
膨
大

な
利
潤
を
与
え
る
の
は
第
一
一
の
型
の
管
理
契
約
で
あ
コ
て
、
と
れ
が
A
巳

ハ
却
〉

C
の
全
契
約
金
額
の
八
一
%
を
占
め
て
い
る
。

ヨ
ヲ
内
ト
テ
ラ
ス
ノ
イ
タ
ヲ
《

F

3
イ

1

こ
の
契
約
は
原
価
+
固
定
報
酬
方
式
で
結
ぼ
れ
る
。
こ
の
場
合
工
場

設
備
は
固
有
で
あ
り
、
必
要
な
限
料
、
人
件
費
そ
の
他
の
流
動
資
本
は
A

E
C
が
提
供
し
(
政
府
投
資
)
、
契
約
者
(
被
背
与
者
〉
は
事
業
に
一
小
川



欠
な
労
働
者
と
技
術
を
提
供
し
て
国
定
報
酬
を
え
る
c

こ
れ
は
「
政
府
の

仕
事
の
為
に
そ
の
労
働
力
を
転
用
し
た
事
に
よ
っ
て
私
企
業
の
繋
っ
士
損

失
の
補
償
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
契
約
者
は
固
定
資
本
と
流
動
資

本
を
国
家
か
ら
支
給
さ
れ
、
こ
わ
に
対
す
る
地
代
・
金
利
、
減
価
償
却
費

芭
え
支
払
わ
ず
逆
に
同
定
報
酬
を
受
取
る
の
で
、
こ
れ
は
純
然
た
る
利
潤

《

nv

で
あ
る
。

そ
し
て
原
子
力
の
場
合
こ
の
固
定
報
酬
は
位
産
と
管
理
に
支
出
さ
れ
る

全
運
転
資
本
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
国
防
省
契
約
の
場
合
固
定

報
酬
の
上
限
は
研
究
支
出
の
十
五
%
、
建
設
技
術
の
六
骨
、
そ
の
他
十
%

と
法
定
し
て
あ
る
が
、
原
了
力
産
業
で
は
と
の
上
限
は
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
わ
詳
細
は
軍
事
機
密
で
あ
っ
て
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
タ
イ

プ
ウ
ト
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
利
潤
は
全
運
転
資
本
の
二
l
十
%
で
あ

nnv 
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
原
加
は
独
占
の
〈
普
通
の
実
務
〉
に
従
っ
て
経
費

《

M
V

の
膨
脹
化
、
イ
ン
チ
キ
化
を
含
む
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
て
四
九
年
に
A
E
C
は
ユ
ニ
オ
ン
・
カ
ー
バ
イ
ド
に
対
し
て
オ

ー
ク
リ
吋
シ

γ一
場
の
操
業
費
、
経
費
と
し
て
五
千
万
弗
、
報
酬
と
し
て
二

百
万
弗
を
支
払
い
、

G

E

に
対
し
て
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
丁
一
場
の
経
費
と
し

て
一
・
二
億
弗
、
管
埋
基
金
と
し
て
二
十
万
弗
、
建
設
経
営
そ
の
他
総

《

笥

〉

掛
り
費
と
し
て
二
四
O
万
弗
を
支
払
っ
た
の
で
あ
る
。
(
以
上
部
原
子
力

独
占
の
第
一
の
刺
潤
)
。

し
か
し
原
子
力
独
占
の
利
潤
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
原
子
力

工
場
を
管
理
す
る
独
占
は
普
通
そ
の
工
場
の
種
々
の
設
備
の
独
占
前
供
給

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
。
論
理

者
で
あ
る
事
か
ら
生
ず
る
利
潤
が
あ
る
。
日
・

E
O
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
工
場

町
標
準
型
竜
雄
明
械
の
六
O
%
、
大
型
電
機
機
械
の
首
怖
を
自
社
製
品
で

独
占
し
て
い
る
ロ
こ
れ
は
全
建
設
価
格
の
半
額
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
原
子
力
独
占
の
得
る
最
大
の
利
潤
は
、
貨
幣
で
表
現
出
来
白
利

潤
で
あ
っ
て
、
政
府
費
用
で
研
究
開
発
さ
れ
た
新
科
学
的
技
術
的
発
見
発

問
、
改
良
の
独
占
的
所
有
で
あ
る
。
原
子
力
産
業
は
無
尽
蔵
の
科
学
技
術

情
報
の
源
泉
で
あ
る
が
、
政
府
経
費
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
情
報
の
う
ち
、

軍
事
技
術
に
関
係
白
あ
る
特
許
は
A
E
C
r
帰
属
し
て
契
約
者
は
使
用
権

を
与
え
ら
れ
る
が
、
局
外
特
許
は
そ
の
企
業
に
与
え
ら
れ
る
。

マ
ン
ハ
ヴ
タ
ン
計
画
だ
け
で
原
子
力
以
外
の
部
門
に
使
用
で
き
る
五
千

以
土
の
新
製
品
新
過
程
が
発
展
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は
精
油
、
冶

金
、
製
陶
、
化
学
処
理
、
ガ
ス
処
担
、
冷
凍
食
品
、
乾
燥
食
品
、
電
波
器

具
、
冷
蔵
及
び
オ
ー
ト
メ
シ
s

ン
設
備
が
含
ま
れ
て
い
る
。
四
カ
五

一
年
に
は
私
的
独
出
は
政
府
経
費
に
よ
っ
て
A
E
C
か
ら
三
己
二
の
特
許

ハM
U
》

権
を
獲
得
し
た
り
で
あ
る
。

そ
し
て
技
術
情
報
は
国
安
機
密
と
し
て
そ
の
漏
洩
は
死
刑
に
よ
っ
て
罰

せ
ら
れ
て
い
る
の
吃
こ
白
貴
重
な
情
報
は
一
州
も
支
出
す
る
事
な
し
に

原
子
刀
独
占
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
、
他
部
門
で
の
競
争
に
用
い
ら
れ
、
又

他
日
原
ι
す
力
が
完
全
に
私
有
化
さ
れ
た
場
合
。
強
力
な
武
器
と
な
る
の
で

あ
る
。第

四
の
利
潤
は
政
府
の
鮮
費
で
熟
練
せ
る
科
学
技
術
幹
部
を
訓
練
す
る

事
で
あ
る
。
リ
リ
且
γ
タ
ー
ル
は
「
こ
れ
ら
の
人
員
は
新
技
術
に
熟
知
し

第
八
十
有
巻

0 
-L 

ブL

第
二
号



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
固
有
化
の
論
理

会
社
の
生
産
過
程
叉
は
製
品
に
適
用
さ
れ
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
え
る
ω

《
伺
》

彼
ら
り
新
し
い
熟
蹄
か
ら
将
来
庄
大
な
利
益
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。以

上
が
私
的
独
占
が
国
有
原
了
力
産
業
を
支
配
す
る
事
に
よ
っ
て
得
る

利
吋
で
あ
る
。
独
占
に
と
っ
て
副
有
原
子
力
産
業
は
巨
大
な
刑
澗
の
源
泉

ハ
mv

で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ω
し
問
。
富
岡
、
口
。

f
-吋
戸

0
4
可
ω
l
立
及
び
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
石

油
産
業
mv
発
評
L

乙
国
家
白
役
割
」
『
経
済
論
叢
』
第
八
二
巻
第
六
号

参
照
。。

。
。
ロ
。
。
。
。
。
a

o

o

o

o

o

e

O

0

0

0

0

0

ω
現
代
固
ま
は
独
占
資
本
が
労
働
者
農
民
・
中
小
資
本
を
搾
取

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ロ
。
。
。
0

0

0

ロ
。
。
。

収
奪
し
、
統
治
す
る
(
指
導

1
精
神
的
政
治
的
獲
得
に
よ
り
、
リ
人
権

。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

力
的
抑
圧
』
恐
怖
に
よ
る
支
配
吃
よ
り
)
機
構
で
あ
る
が
、
同
時
に

。
。
ロ
。
。
。
。
。
。
。
。
。
ロ
0

0

。
。
。

支
配
階
級
内
部
の
利
害
対
立
白
調
停
機
関
で
も
あ
る
。
伊
L
労
貨
の

対
立
を
調
停
す
る
機
関
で
は
な
い
ロ
ス
ト
レ
イ
ヤ
ー
の
圧
力
団
体
論

は
骨
組
と

N
A
M
を
同
列
に
並
べ
る
瓜
で
誤
っ
て
い
る
。
門
片
噌
』

日
出
》
d
H
:忠
良
巴
町
Q
2
q
s
s
a
旬。
E
N戸
区
間
∞
'

州
開
門
片
岡
田
目
白
何
回

E
H
a
N
z
n
w。
弘
、
も
れ
た
わ
げ
者
同
。

ω
小
杭
広
勝
『
ウ
ォ

l
ル
荷
』
第
十
四
草
参
照
@

伺

出

2
2
己
E
号
、
』
E
R
E
E
L向。
3
詰

旦

見

2
2
2
皆
吉
ミ
戸

HU
回
目

制
マ
ル
ク
ス
は
支
配
附
級
の
内
部
矛
盾
と
政
治
の
関
係
を
次
の
椋
に

許
制
し
て
い
る
。
「
一
般
に
旧
引
会
内
部
の
簡
突
は
多
く
の
点
で
プ

第
八
十
五
巻

第

号

四
O 

O 
八

ロ
レ
タ
リ
命
的
発
展
白
岩
調
を
は
や
め
る
ロ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
た

え
ず
た
た
か
っ
て
い
る
。
は
じ
め
は
貴
族
と
た
た
か
い
、
り
ち
に
は

o

o

e

e

o

a

。
。
。
。
。
。
a

o

u

。。
0

0

0

0

0

・
0

0

0

産
業
の
進
止
少
に
対
立
す
る
刺
益
を
も
っ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
自
身
の
一

。部と
た
た
か
い
、
又
つ
ね
に
あ
ら
ゆ
る
件
闘
の
プ
ル
ジ
a

ア
ジ
!
と

ロ。
0

0

0

0

0

0

0

a

o

o

o

。
。
。

た
た
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
O
闘
争
に
あ
い
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア

。
。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

。。

0

0

0

0

0

0

。
。
。
。

J

ノ
ー
は
プ
ロ
レ
タ
ヲ
ヤ
位
よ
ひ
か
け
、
そ
の
た
す
け
を
求
め
、
こ
う

。
。
。
。
0

0

0

0

0

。
。
。
。
。
@
ロ
0

0

。
o

o

o

a

e

。。

し
て
プ
ロ
レ
タ
ジ
ヤ
を
政
治
運
動
に
ひ
き
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

 

よ
う
に
な
る
」
。
と
。
マ
ル

H

ヱ
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選
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第
二
巻
五

0
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白
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仙
何
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品
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目
白
日
富
島
守
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唱
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¥
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広
尾
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S句
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吉
弘
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P吉
区
岡
山
阿
国
宮
芦
田
民
自
目
。
ロ
目
白
同

P
〔因。回旬。
E

叩

E
図
書
留
国
〕

Z
。
戸
区
間
司
、
。
4
1
]
u
u

側
前
委
員
長
ス
ト
ロ
ー
ス
が
商
務
長
官
に
任
命
さ
れ
た
が
ら
遂
に
上

院
に
よ
っ
て
承
認
を
拒
否
さ
れ
る
(
朝
日
新
聞
三
四
年
六
月
二
十
日
)



と
い
う
米
国
議
会
史
上
珍
ら
し
い
醜
態
を
さ
ら
し
た
尿
因
の
一
?
と

し
て
、
A
E
C
の
契
約
・
柿
助
金
町
党
派
酌
分
配
が
日
に
融
っ
た
ヰ

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

丘

Cヴ
0
2耳司
h
F
吉
田
出
。

EZ-
同
巴
M
m
H
O
回
似
ロ
ハ
回
忌
σ
円

200円。同

F
ゐ

42M
印

Z
E
E
-
~
4
N
N
A」
国
道

E
'
H。
見

巳

円

曲

目

喧

倒
町
周
回
目
円
昌
司
司
吋
巴
肖
腕
。
-
。
。
片
品
。
回
口
。
z
y
o
V
R
U
T
n
v
m
v匂
町

岡
町
民
回
目
。
凶
ヨ
-H4伊
良
債

F
2
]℃
回
目
ω

岡
高
寺
貞
男
氏
。
一
述
白
骨
作
を
参
照
u

『
経
済
論
叢
』
第
七
八
巻

第
一
号
、
第
八
一
巻
第
一
、
二
号
、
『
会
計
』
第
七
十
巻
第
四

l
六

号
、
第
七
二
巻
第
四
号
。

同

4
0
E
m
F
E
P
4
3町
、
司

8
・

ω
同

〉

♂

σ
o
F
4
ミ
、
同
U
H
U
E

湖
町
民
国
E
O凶
斗
釦
居
間
戸
日
町
H

ω
日
目

岡

国

〉

叶

》

寸
o豆、
Q
も
皇
、
]
V
M》

2
1
2

伺
L
ツ
グ
ィ
リ
#
プ

に
よ
れ
ば
三
七
%
で
あ
る
o

H

M

E

凶
員
百
-
F出
向
車
、
。
崎
町
け
お

ダ

I
M
ソ
に
よ
る
と
流
動
資
本
の
六
十
%
で
あ
る
。

白
』
E
同
開
叩
吋

ooZ品
目
E
E
E
E
E
E
E
E
B
V
国
宮
E
O同
吉
田

国
C
同
区
一
〔
民
間
旬
。
凶
富
山
関
口
問
。
富

E
国
昌
吉
司

E
官
官
図
。
。
由
。
ー

国
富
民
向
〕

Z
。

F
Z
m
y
日
目
白
山

倒

白

呂

田

H
J
G
同同国

E
同

-
U出
向
車
、
日
?
主

制

G
・

E
は
本
社
経
費
ま
で

A
E
C
に
支
払
わ
せ
て
い
る
。

可
且
凶
珂
旬
。
F
J『
島
岡
田
。
、
。
刊
し
司
】
日
同

ア
メ
リ
カ
臨
子
力
産
業
国
有
化
の
論
理

帥
岡
宮
白
志
町
『
財
閥
』
五

O
頁。

的

巴

u
p
H刷

p
h
c
s
a
h
し
怖
を
宗
主
さ
ま
b
h
k
品、

E
x
q
同
是
認
可
Z

H

U

E
亘

M
S
m
a
n
m
r』
mw口
一
戸
田
町
N
-
唱

h
H
A
H

倒

K
M

出
岡
田
O旬
思
困
』
回
目
田
昌
国
富
民
国
凶

U
M
O
E
H同
臣
民
叶
O
M
E
S
E
E

国
吉
晶
君
。
回
白
目
kr

〔
出
雪
国
阿
冨
。
。
富
里
吉
宮
司
国
田
昌
ロ
耳
号
。
〕

z

o

p

E
問
。
一
号
匂

同
]
由
主
】
自
-
A
E
E
n
阿
君
、
h
w
a
s札
恒

C
S
E司、
H
U
M

∞

側
こ
の
様
に
有
利
た
条
件
に
も
拘
わ
ら
ず
、
あ
る
会
社
は
で
の
椋

な
原
山
川
十
回
定
報
酬
と
い
う
仕
事
は
政
治
的
調
査
員
中
新
聞
一
記
者

に
ー
と
っ
て
は
よ
い
カ
そ
で
す
。

ζ

れ
で
は
立
派
な
仕
事
を
ど
ん
な
に

希
望
し
て
も
後
援
者
の
情
熱
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
組
耐
の
情
熱
も

間
も
な
く
冷
め
て
し
ま
う
で
せ
う
」
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
最
大
限
利

潤
追
求
へ
の
こ
の
市
内
り
な
い
情
熱
を
み
よ
H

五

国
有
原
子
力
産
業
の
財
閥
に
よ
る
分
割

そ
れ
で
は
こ
の
貴
重
な
財
宗
は
各
財
閥
に
ど
の
様
に
分
配
さ
れ
て
い
る

か
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
採
掘
加
工
及
び
原
子
力
発
電
を
除
く
原
子
力
部
門
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
は
核
燃
料
の
生
産
、
核
兵
器
生
産
、
軍
事
的

原
子
力
推
進
此
ぴ
化
学
処
理
工
場
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
う
ち
最

も
重
要
な
過
程
で
あ
る
核
燃
料
生
崖
は
二
方
法
に
上
っ
て
な
さ
れ
る

G

第
一
の
方
法
、
ガ
ス
拡
散
方
式
に
よ
っ
て
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
二
一
ニ
五
を
分
離

し
、
濃
縮
ウ
ラ

γ
を
生
産
す
る
三
工
場
は
何
れ
も
十
三
十
億
弗
の
建
設

第
八
十
五
巻

。
Jし

第
二
号

四



工場の種類

第6去 固有原子力工場及研究所の独占体による分割

工場の種 類 1操業担当会社 F 閥 関 係

潜艦沼原千櫨の研究開発 円九.restinghouse ロクプ zラー=メロン

I! "J!  G E モガ γ

一一嘉一-~--這設誼t百芳元7寸

五大工場
Oak Ridge 
Hanford 
Sava:mah 
Paヨt1cah
Porlsmouth 

1，500-2，日00
1.186 
2，500 
1.000 
1.200 

U235丹離
Pu239生産

PuZ39 7i超重ホ幸生圭
U235分離
U235分離

その位。工場及び研究所

工場名 l
PlttS加 rghNational Laboratory I 

I{nolls AtOilllC Power /! 

Oak Ridge Natlonal !I 

Liverillore 11 " 

5氾ndia

Kansas City 
Albuquerque 
Miamisburg 
Rocky Flats 

Oak Ridge 
5aスvannahRiver 
Hanford 
ldaho 

Fernald 
Welヨ叩 Sprìng~ 

濃純ウラニウム生産の研究

原子砲核融合反応白研究開発

原爆組立工場

原最工場

" " 
原爆の生産と首良

原嘩工場

化学処理

|核燃料加F工

「蕗烹l!!~互主τl 財閥関係|

General Electric モルガγ i 
Du Pont デュボン

Union Carbide ロヲグプ1 ラー=メロ γ
Goodyear Atomic アメリカ銀行

c

n

 

1

0

 

e

t
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u
配

H

計
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叩

E
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町
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h
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m
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ガ
ロ
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メ
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E
r
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ラ
一
7

2

Z

 

フ

フ

グ〆

h
ア

V

M

V

M

V

F

 

ロ
ロ

モルガン

American Car & Foundry 
Monsanto chemical 
Dow chemical 

4

…
 

Umon carbide 
Du pont 

G E 壬ルガン

ラ一

シ

ー

三

ポ

一

上

一

Z

ヅ
一

」
プ
ロ
一

j
 

-

q

d

 i
 

j
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由

国
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m
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お
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司
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d

一

同

凶
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m
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a
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j
 

j
 

M
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』
一

F

N

E

一N. Y. Tim出， Aug， 13， 1952，; I叫 erna枕 nalAff飢町， 110， 10， 1959， pp. 89-90.; 外語省国際連合局科学課 l各国原子

力情報J第55号より作成。
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針
金
要
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
y

ク
フ
ヰ
ヲ
J

血
メ
ロ
ソ
財
閥
系
の
ユ

一
一
オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
が
J
A
l
ク
リ
ッ
ジ
と
パ
デ
ー
カ
の
二
工
場
を
、
ア

メ
リ
カ
銀
行
(
カ
リ
フ
+
ル
ニ
ヤ
財
閥
〉
系
の
グ
ザ
ド
イ
ヤ
原
L
J
力
会
社

(
グ
ッ
ド
イ
ヤ
・
ゴ
ム
の
子
ム
五
社
)
が
ポ

l
ツ
マ
ウ
ス
ア
上
場
を
支
配
し
て

い
る
(
却
6
古)。

第
二
の
原
子
炉
に
よ
っ
て
プ
ル
ト
ユ
ゥ
ム
を
生
産
す
る
方
法
は
そ
ル
ガ

ン
白
G
E
E
が
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
工
場
を
、
デ
ュ
ポ
ン
が
超
重
水
素
生
産
を

兼
ね
て
資
産
一
一
五
億
弗
の
リ
ず
ァ

γ
ナ
工
場
古
支
配
し
て
い
る
回
こ
り
う

ち
五
四
年
以
来
の
原
子
力
発
電
の
発
展
に
伴
っ
て
G
R
、
デ
ュ
ポ
ン
の

プ
ル
ト
ュ
ヮ
ム
生
産
に
お
け
る
独
占
的
地
位
は
弱
化
し
た
の
で
あ
る
(
G
・

白

E
-

E
が
原
子
力
発
電
に
対
す
る
柿
助
金
政
筑
に
反
対
す
る
根
拠
の
一
つ
)
。

核
兵
器
生
産
(
工
場
と
研
究
所
)
の
分
野
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
H

モ

ル
ガ
ン
財
閥
の
ウ
エ
ス
タ
ン
電
機

(
A
E
T
-
T
の
子
会
社
)
が
サ
ン
デ

ィ
ア
、
と
り
パ
!
モ
ア
の
研
究
所
、
モ
ル
ガ
ン
財
閥
の
ベ
ン
デ
ィ
ヴ
ク
ス
航

空
機
が
カ
ン
ザ
ス
、
モ
ソ
サ
ン
ト
化
学
が
マ
ウ
ン
ド
研
究
所
(
マ
イ
ァ
、
、

ス
パ

1
グ
)
、
傍
系
ダ
ヴ
化
学
が
ロ
ヲ
キ
イ

-
7
ヲ
ヲ
ト
を
支
配
し
、
ロ

ヴ
タ
フ
エ
ラ
I
H
メ
ロ
ン
財
閥
の
ユ
ニ
オ
ン
が
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
岡
立
研
究

所
、
デ
ュ
ポ

γ
が
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
で
水
爆
生
産
土
配
と
四
大
主
要
財
閥
が
独

占
し
て
い
る
。

次
に
原
子
力
推
進
装
置
(
主
ー
と
し
て
原
子
力
潜
水
位
)
り
分
野
で
は
ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
(
ロ
ッ
グ
フ
エ
ラ
!
日
メ
ロ
ン
肘
問
)
と

G
・
E

が
完
全
に
支
配
し
て
い
る
ロ

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
化
の
論
理

一
一
同
年
一
月
白
人

E

C
報
告
に
よ
れ
ば
、
米
海
軍
は
三
三
隻
の
照
子
力

潜
水
艦
隊
を
建
造
す
る
計
画
で
、
う
ち
五
隻
は
既
に
就
役
、
三
墜
は
進
水
し

て
試
運
転
中
、
十
五
隻
が
建
造
中
、
残
り
が
議
会
に
よ
り
承
認
ず
一
刊
と
な

っ
て
い
る
が
、
今
後
軍
艦
の
大
部
分
は
原
子
力
船
と
な
る
と
予
想
汚
れ
て

部7表原子力独占の刺潤(百万弗〕

五劃戸円!日部
965 2756 185.6 703目3

857 2361 175.5 570.9 

493 1456 231.7 261.1 

503 1401 178.5 202.3 

Dupont 

G. E. 
Union Carbide 

羽Testinghouse 

Phillips 
PetrolellID I 332 1519 357.5 15Sユ
ー 一一一

Fortune， July 1958， pp. 132-3.; B問問essWeek， Apnl 27， 

1957， p. 118.; E. 1. DI1 pont de Nemours and Co.， Anηual 

R，片 o吋 jo~' theァea1' 1957. j General Electric 1957， Annual 

Repo吋， a. a よりアヌー γ みキシが作成。

V. Onushkin， The U. S. Monopolies and the AtOffilC In 

dustry， International affl削目.:-10. 10， 1959， p. 91 
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第 8表 H意弗工業会社1957年〔百万弗〕

|守|売FlTZ円ヤ ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
国
有
似
白
論
理

第
八
十
五
巻

第

号

四
回

148日87188313 日079 11657 6.2 95004 12.3 

8712 7830 160 805.2 10.3 5756 14口

7498 1C990 588 846.6 7.7 4905 17.2 
4373 4414 271 119.1 9.5 2998 14.0 
3348 ~771 192 282.8 4.9 2150 16.9 
3241 2730 354.3 13.0 2190 16.2 
3105 2976 220.4 7.4 2379 9目3

2756 1964 90 396.6 20.2 2343 16.9 

i:!ill j; 
332.3 14.2 

五4同151.5 7.5 2012 
247.9 5.7 1231 

191.0 7.3 587 

2246 16511 39 288.2 17.5 1859 15目5
1520 11321 21 96.2 8.5 980 9.8 

1497 35651 136 121.0 1 3.4 732 16.4 
1481 1251 25 962 8.2 
1456 1395 64| 1臼 7 I 9.6 840 i15.9 

13.8 

会社

|5∞大会社

lそのうち

Standard oil Co. (N 

General Motors 

u. S. Steel 

Ford Motor 

Gulf Oil 

Socony Mobil OH 

Dupont de Nem山 r

Taxas 011 CO 

Standard oil (Ind.) 

General Electric 

Bdhlehem Steel 

Standard Oil (Calif.) 

PhiIlips petroleum 

Chrysler 

Sinclair Oil 

Union Carbidc 

|i;;1 羽12l12i1212189

J 13291 2叫凶l-E百三75 110.9 

K!Li:::1111(:iili 
主上24牡合計 |印日1678741 2843 1 55似し出f竺1且f

-豆二二匡日間子12汀

名

Shell Oil 

i Westinghouse 

Western Electric 



い
る
。
そ
し
て
五
七
年
現
在
で
原
子
力
桝
艦
十
五
隻
の
う
ち
ジ
1
ウ
ル
フ

号
が
G
-
E
勉
作
の
波
縮
ウ
ラ
ニ
ワ
ム
ナ
ト
り
ヮ
ム
冷
却
型
中
速
中
性
子

炉
、
他
の
一
隻
が
コ
シ
パ
y

ジ
=
ン
エ
ン
ジ
ニ

r
り
ン
グ
製
作
の
加
圧

水
型
小
担
炉
で
あ
る
以
外
の
十
三
隻
の
原
子
炉
は
全
て
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ

ハ
ウ
ス
の
加

E
水
型
を
用
い
て
い
る
。
現
在
ウ
ェ
ス
テ
ィ

γ
グ
ハ
ウ
ス
は

二
四
の
原
子
力
潜
僻
、
十
時
子
力
船
用
原
子
炉
を
製
造
巾
で
、
こ
町
分
野

で
は
断
然
優
位
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
L
て
潜
水
艦
の
艦
体
の
件
産
は
り
1

uc
み

ヲ

ル

ダ

d'ム
T
E
M
V

タ
ス

マ
ン
同
市
H

第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行
系
D
G
-
D
が
独
占
し

て
い
る
。

最
後
に
仲
間
燃
料
加
工
及
び
化
学
処
理
主
担
当
す
る
の
は
主
要
財
閥
の
合

同
会
社
で
あ
る
ナ
シ
翠
ナ
ル
目
レ
ャ

γ
と
ロ
ッ
ク
ノ
エ
ラ
I
系
の
マ
リ
ン

ク
ロ
ッ
ト
化
学
白
二
社
が
核
燃
料
加
工
を
独
占
し
、
原
子
炉
か
ら
白
核
生

成
物
の
化
学
処
理
は
ユ
ニ
オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
と
G

E

ι
デ
ュ
ポ
ン
系

二
社
が
独
占
し
て
い
る
。
以
上
の
結
果
原
子
力
独
占
の
利
潤
は
著
し
く
増

大
し
た
。
勿
論
原
子
力
か
ら
の
利
潤
ー
と
八
通
常
〉
業
務
か
ら
の
利
潤
》
」
を

区
別
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
一
つ
の
指
標
と
し
て
株
価
を
と
る
と
、
五

三
五
五
年
に
ダ
ウ
・
ジ
ョ
!
ン
ズ
指
数
は
平
均
六
六
怖
の
増
大
に
対
L
、

二
十
原
子
力
独
占
の
株
価
は
平
均
一
四
三
%
の
増
大
で
あ
回
目
最
も
急
騰

し
た
の
は

G
m可
五
一
年
の
二
五
弗
か
ら
五
八
年
の
一
九
二
弗
へ
約
八

倍
の
増
大
で
あ
る
c

次
に
資
産
の
増
大
率
(
揖
7
表
〕
を
み
る
と
四
六

l
五
七
年
に
最
低
の

G

・
E
で
一
・
八
倍
、
最
高
の
フ
ィ
リ
ッ
フ
ス
石
油
で
コ
了
六
倍
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
原
子
h
M
産
業
国
有
化
の
論
理

汽

8
》

G
・
D
の
場
合
五
一

1
五
八
年
に
十
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
他
部
門
土
利
潤
率
を
比
較
す
る
主
デ
ュ
ポ

γ
が
一
六
九
%
、
G

E
二
0
・
-
%
、
ユ
ニ
オ
ン
が
一
五
九
%
等
と
主
計
大
会
社
平
均
一
一
一

三
%
k
比
較
し
て
一
般
に
高
い
の
で
あ
る
〈
第
8
表
参
照
〉
。

か
く
て
吾
々
は
原
子
力
の
閏
有
民
営
は
大
独
占
に
巨
大
な
利
潤
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
L
T
社
会
主
義
で
あ
る
主
は
考
え
な
い
。
原
子

力
の
固
有
匂
か
社
会
主
義
で
あ
る
と
い
う
非
難
は
一
面
で
は
原
則
と

L
て

い
か
な
る
国
有
に
も
反
対
す
る
私
的
企
業
家
の
硬
直
的
態
度
を
反
映
し
、

他
国
で
は
厚
チ
カ
を
い
う
禁
断
の
果
実
か
ち
排
除
さ
れ
た
独
占
資
本
の
門

戸
開
放
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉
」
し
で
利
用
さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

ω
原
子
協
は
電
力
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
同
時
に
生
産
す
る
か
ら
で
あ

る
。
原
子
力
発
電
の
間
関
は
別
の
憐
去
に
発
表
し
た
い
。

側
朝
日
新
聞
三
四
年
二
月
一
日

u

倒
佐
藤
健
一
郎
「
進
む
原
子
力
商
船
の
建
造
」
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

五
七
年
T

九
月
十
八
日
号
。

川
判

k
p
吉
田
ド
ロ
ω
且
君
。
吋
F
目
玉
ぷ

]
E
H日
一
呂
町
。
、
司
司

8

8

と
の
恒
位
の
原
闘
に
は
ウ
エ
ス
テ
4

ン
グ
ハ
ウ
ス
が
開
発
し
た
加
圧

水
型
が
最
も
完
成
し
て
い
る
と
い
っ
た
技
術
的
理
由
を
別
に
す
る
と

ロ
ヮ
タ
フ
ェ
フ
1
系
ス
ト
ロ
ー
ス
前
委
員
長
の
存
在
に
よ
る
所
が
大

き
い
。
門
向
。
『
見
コ
必
同
、
。
ぃ
o
s
?
H
V
H寸

紛
社
長
フ
ラ
ン
ク

C
・
ベ
ー
ス
(
元
陸
軍
長
官
)
、
先
任
副
社
長

G
-
デ
ィ
I
ン
(
一
万
A
R
C
委
員
長
)
を
J

初
め
と
し
て
豆
役
陣
は
拍

第
八
十
五
巻

第
二
号

四
五



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
固
有
化
の
論
理

ん
ど
陸
海
軍
の
将
官
よ
り
此
る
新
興
軍
需
コ
ン
ツ

Z

ル
シ
。

ω

H

V

H

官
。

E何
回
』
叶

E
E
-
o昌
広
日

ゆ

ω
同
]
「

m
4
1
2
-
〉
ロ
〉
件
。
目
。
声
。
ロ
O
唱
。
目
可
一
見

E
叶
暗
号
♂

z。
位
、
巴
日
∞
・
M
U
H
d

結

むず

以
土
に
よ
っ
て
吾
々
は
ア
メ
リ
カ
原
子
方
産
業
の
国
有
佑
に
つ
い
て
次

の
様
な
理
論
的
規
定
を
与
え
る
半
が
出
来
る
k
考
え
る
。

ω
こ
の
固
有
化
は
生
産
の
社
会
的
性
構
と
占
有
の
私
的
性
格
と
の
矛

盾
か
ら
生
じ
た
。
株
式
会
社
が
生
産
力
の
発
展
(
例
え
ば
鉄
道
、
鉄
鋼
業
)

に
対
応
す
る
生
産
関
係
白
変
化
l
資
本
主
義
体
制
の
枠
内
で
の
矛
盾
の
一

応
白
解
決
で
あ
っ
た
様
に
、
原
子
力
と
い
う
巨
大
な
技
術
革
新
は
さ
し
当

り
私
的
独
占
の
収
益
性
に
来
ら
ず
国
家
の
出
動
と
い
う
生
産
関
係
の
変
化

を
必
要
と
し
士
事
で
あ
る
。

同
州
西
沢
宮
夫
氏
は
西
欧
の
第
二
次
大
戦
後
の
固
有
化
を
体
制
的
危
機

に
対
応
す
る
国
民
笹
済
の
弱
点
部
門
H
H
ボ
ト
ル
ネ
v

ク
部
門
の
国
有
化
と

規
定
さ
れ
て
し
る
が
、
こ
の
場
合
そ
の
規
定
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

ゆ
但
し
小
椋
説
の
如
く
恒
久
的
に
闘
有
化
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

収
益
性
乞
持
つ
に
至
っ
た
部
門
か
ら
固
有
解
除
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う

U

そ

れ
故
こ
れ
は
古
典
的
規
定
に
従
え
ば
、
育
成
国
有
化
に
あ
た
る
。
以
前
は

新
皮
業
は
私
胸
独
占
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
た
が
、
原
子
力
の
場
合
最
強
の

資
本
王
議
固
に
お
い
て
も
こ
の
創
業
費
を
民
家
U

納
税
者
が
負
担
す
ゐ
点

に
説
段
階
の
特
徴
U

が
あ
る
。

ω
こ
り
同
有
化
は
草
事
的
性
格
を
も
っ
。

第
八
十
五
巻

四

第

号

四
〆、

制
西
欧
は
閤
有
国
首
方
式
で
間
接
に
私
的
独
占
に
奉
仕
す
る
が
、
米

国
で
は
国
有
民
営
方
式
で
直
長
私
的
独
占
に
奉
仕
す
る
。

川
開
国
家
権
力
を
独
占
し
え
た
財
閥
の
み
が
国
有
民
営
に
参
加
し
う
る
。

そ
れ
故
こ
れ
は
経
済
的
競
争
に
お
い
て
政
治
力
の
碓
保
が
不
司
欠
と
な
っ

た
事
を
意
味
す
る
ω

V

・
ρ
1
ロ
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
シ
グ
の
創
業
利
得

説
を
発
展
き
せ
、
財
閥
が
会
社
を
支
配
す
る
事
に
よ
っ
て
い
か
に
利
潤
を

追
求
し
て
い
る
か
を
支
配
利
潤
論
と
し
て
発
展
さ
せ
た
が
、

E
々
は
財
閥

が
政
府
を
支
配
す
ゐ
事
に
よ
る
利
潤
追
求
合
こ
の
法
則
に
含
め
発
展
さ
せ

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

め
原
爆
独
占
の
利
潤
N
H
原
子
力
予
算
の
憎
大
の
為
に
般
ミ
サ

f
ル
戦

略
思
組
、
戦
争
瀬
戸
際
政
策
が
必
要
と
な
る
。

ω
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
固
有
化
の
必
然
性
を
次
町
、
様
に
考
え
る
。
「
生
産

W
H
交
通
手
段
炉
実
際
に
株
式
会
社
日
管
理
町
一
手
に
お
え
な
い
ま
で
に

発
達
し
、
従
っ
て
閤
有
牝
が
経
済
上
さ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に

だ
け
国
有
化
は
一
つ
の
経
諦
上
田
進
事
を
、
即
ち
社
会
そ
の
も
の
に

よ
る
い
っ
さ
い
の
生
産
力
の
掌
握
に
い
た
る
一
つ
の
あ
ら
た
な
前
段

階
自
達
成
を
意
味
す
る
」
と
。
マ
ル
u

エ
γ
選
集
第
十
四
巻
四
七

O
頁。

倒
西
沢
宵
夫
『
固
有
化
問
題
の
研
究
L

ゆ
井
汲
卓
一
編
『
国
家
独
占
資
本
主
義
』
巨
お
け
る
ベ
ッ
ト
レ

l
ム、

ク
ル

l
グ
マ

γ
、
ッ
ィ

i
ジ
ヤ
ン
ク
等
の
諸
論
文
参
照
。

(
尚
、
本
稿
は
五
九
年
十
一
月
二
八
日
京
都
大
学
経
済
学
会
で
な
さ
れ

た
報
告
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
困
際
的
分
割
、

原
子
力
平
和
利
用
同
題
特
に
原
寸
力
発
電
問
題
の
分
析
は
別
白
機
会
に
譲

り
た
い
と
考
え
る
。
)


